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Cook®子宮頸管拡張バルーンS
分娩誘発前の子宮頸管拡張器（スタイレット付き）

A nonpharmaceutical option 
for preinduction dilation.
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Cook® 子宮頸管拡張バルーン S は、柔軟なスタイレットを備えたシリコーン製ダブルバルーン
カテーテルです。微弱陣痛などにより子宮口が十分に開大しない正期産の症例に対して、分
娩誘発に先立って薬剤を使用せずに子宮頸管部を拡張させるために用います。

子宮頸管拡張の方法

製品使用に関する情報の完全版、及び使用前の注意、警告、禁忌の全一覧は電子化された添付文書をご覧ください。

40 mL の生理食塩水を使って子宮バルーンを拡張させます。子宮バルー
ンが拡張したら、子宮バルーンが内子宮口に接触するまで本品を引き戻します。

腟バルーンが外子宮口の外側に見えるようにします。
20 mL の生理食塩水で腟バルーンを拡張させます。

スタイレットを備えた子宮頸管拡張バルーンを使用し、子宮頸管を通過させます。
注：子宮頸管を通過し子宮バルーンを内子宮口の上まで挿入したら、さらに奥に挿入する前にスタイ
レットを抜去します。

スタイレットのハンドル部を「S」マークの付いた青色ポートにしっかりと
取り付けます。
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Lisa Clark 氏による図

製品使用に関する情報の完全版、及び使用前の注意、警告、禁忌の全一覧は電子化された添付文書をご覧ください。

子宮頸部に本品を挿入して、両方のバルーン
が子宮頸管に入るまで進めます。

腟バルーンが外子宮口の外側に見えるようにします。
20 mL の生理食塩水で腟バルーンを拡張させます。

スタイレットを備えた子宮頸管拡張バルーンを使用し、子宮頸管を通過させます。
注：子宮頸管を通過し子宮バルーンを内子宮口の上まで挿入したら、さらに奥に挿入する前にスタイ
レットを抜去します。

子宮頸部の両側に各バルーンを固定できたら、各バルーンに交互に追加の生
理食塩水を注入します（各バルーンの最大容量：80 mL）。本品は 12 時間を超え
る留置を意図していないため、留置時間を考慮してください。
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Cook® 子宮頸管拡張バルーンSは :

• 薬剤を使用しない拡張方法です
• プロスタグランジン E２と比較すると、子宮頻収縮の割合が低いこと１、過剰な子宮活動の割合が低いこと２、胎児の酸血症

の割合が低いこと３、更に新生児集中治療室へ入院する必要性がある割合が低いこと２が報告されています
• 24 時間以内の経腟的な分娩率が高く1,3、自力での経膣的な分娩の割合が高いことが報告されています 3

• フォーリーバルーンカテーテルに比べて、未経産婦 5 及び経産婦 4 のビショップスコアが高いことが報告されています
• 牽引の必要がありません
• 拡張中は内子宮口と外子宮口に持続的に一定の圧力を加えます
• カテーテル内に完全に収納されるスタイレットを備えています



Cook®子宮頸管拡張バルーンS
分娩誘発前の子宮頸管拡張器（スタイレット付き）

© COOK 12/2023  RH-D69684-JA-F

Cook® 子宮頸管拡張バルーン S は、柔軟なスタイレット
を備えたシリコーン製ダブルバルーンカテーテルです。 
子宮口が十分に開大しない症例に対して、分娩誘発に
先立って子宮頸管部を機械的に拡張させるために用い 
ます。
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GPN カタログ番号 Fr
全長
cm

バルーン容量
mL

G19891 J-CRBS-184000 18 40 80

子宮頸管拡張バルーン

こちらの QR コードを
スキャンして他の資料
をご覧ください。

スタイレット
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